



ダ ウン症は,最初に発見 したイギ リス人の
ジョン・ラングドン・ダウン (John Langdon H)
の名前が出来とされている。ダウン症は染色体の
突然変異によるものが多 く,21番 目の染色体が













らの 日常的な暴言や悪態の中で,コ ミュニケーシ ョンが うまく取れずに嫌われて しまっていると
思い,心が傷ついていた。 また,一方である特定の施設職員には手を握 る,抱 きつ くなどの身体
接触を場面も見 られた。施設職員は 両極端な距離の取 り方をするCl。 に対 して振 り回されて心身
ともに疲弊 していた。施設では職 員会議を開き,何度 も対応を変えてきたが、改善することがで
きず,施設職員が無気力な状態であったプ このような状況であ ったが,筆者は女児も職員もお互
いに関わ りたい気持ちや コミュニケーションをとりたい とい う気持ちはあるが,お互いのコミュ
ニケーシ ョンが悪循環になっている ことを感 じた。支援の 目標 として施設職員の言葉 と態度を変
えることでコミュニケーションを良循環にすることを目標に した。
具体的な支援の柱として① 「身につけてほしいことは毎 日の日課にする」② 「Cl.が 主人公にな
る遊びを取 り入れる」③ 「ボディタッチは相手の同意を確認すること」0「暴言や悪態がないと
きに多くの時間を関わる」:こ とを提案 した。 よた,職員同士の連携を密にし,共通理解における
支援を徹底 した。今まではCl。 の言動に振 り回されていたが, どのような状況でも施設職員がぶれ
ずに同じ支援を行 うことを続 :す るこヒ|こ より,お互いの関係に大きな変化が見られるようになっ
てきた。 このことがきっかけになり鋭.は 自分の気持ちを表出することができるようになり, さら
に施設職員との関係,仲間との関係p母親 との関係にも変化が拡大 してきたのこの事例は筆者が
行ったコンサルテーションの内容とCl.が施設に入所 してから高校卒業までの間の変化を第 I期 ～
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①送迎での場面 (201X-1年 Y月 )
A事業所の施設職員が特別支援学校のバス停留
所まで行 くと, バスからCl.が 降 りてきたが, 施






に していた。 A事業所の施設職員が 「Chさ んは
こちらです」と声をかけると,1兒みながら「うざっ」
と一言いい,車に乗 り込んだ。施設職員が車の中
で話 しかけて も無言か呪みなが ら 「うるせ え」
「うざい」「黙れ」 と言われるばか りであ り,施設
職員 としてはCl.が利用す る 日は,特 に送迎時の
車中において気が重い と思っていた。送迎担当の

















気持ちを切 り替えて部屋か ら出てきた と解釈 し,
Cl.の バ リケーードをつ くった時の気持 ちを聞 くこ




施設職員は甘えられる職員 とそ うでない職員 と
の違いは何なのかを考えては悩む 日々が続いてお


















Cl.の言動 を注意す ると無視 し,職員の死角で暴
言悪態をつ くようになった。職員のいるところで
は,Aさ んに対 してや さしい言葉かけをし,抱 き
ついた り,こ っちにおいで と手を引いた りと仲良
くしているとい う事をアピールをしていたが,A
さんの表情は固く,尿失禁が頻回に起 こるように
なっていった。 そこで,職員が Cl。 とAさ ん との
間に必ず入 るよ うに した。その際 も,Cl.に 対 し
て特に注意す るわけでなく,常に職 員を入れて3
人で過 ごす ことを心掛けるように して,2人だけ
にならないように配慮 した。施設職員が学校での
様子 を担任に尋ねるとClと Aさ んの関係 はクラ
スで も問題 になってお り,「次年度か らはクラス
を変えようと思っている」, とのことであつた。
A事業所でも,利用 日を調整 してChと Aさ ん と
の利用 目が重ならないようにした。




ことを約束 させ,職員 も約束を譲 らずにいた ら,
泣きなが ら食卓につき,食事をとっていた。「ま
ずい,おい しくない」 と言いながらも完食 してい
た。
現在 は高校生にな り,Cl.の 卒業後の進路であ























具体例)宿題で分か らない箇所を職員に聞 :す ず ,
泣き出 した り、一人でふて寝すなっ
⑤暴言悪態が多いために孤立 1″ てしヽる









乏 しく, 目的へ到達 しよ うとす る意欲が少ない
(白 石 1986)と 言われている。 Cl`も 低緊張か
らか乳幼児期か ら現在をこ至るまで 目的が達成 さオl
る前に行動が継続できずに,注意が転動 して Lま
い 目的意識が育つことが少なかったのではないか




施設職員がCLと の間で感 じていた対 人関係 の問
題であるが,Cl.は 人 とコミュニケー ションをと
りたいとい う欲求は高いものの,距離のとり方が
パターン化 され悪循環 となって しまっている可能
性が考えられた。 Cl.は 決 して一人で過 ごしたい
のではなく,周 りの人たちと関係 性を保ちなが ら
社会生活を行いたい とい う気持ちがあるのではな




うことはシ Cl.の意に反 して取って しまう行動パ
ターンであり,パ ターン化 していると推測されたc
このため,Cl。 が職員や友だちとの縦 と横の社会
性を分か りやすい形で学びながら,身 :こ つよナてい
くことが支援には必要だと感 じた。
馨)具体的な支援の方法の提案
0身につけてほ しい ことは,毎 IIの |≡ 課にする
毎 日の 目[:栗 として一定の繰 り返 しを行いな力Ⅲ .
自然 と身 |二 つ くよ うにす るi Cli■動作棋倣が得
意なようであるが,理解 して行っているとli限 ら
ないので,事前に説明 した り,職員凛司じ動作を





Cl.が 要求を示す ことができるチャンスなので ,
職員は 「次は何 を したらよいですか ?」 lt)Oを
教えてください」など要求を示す言葉が出るよう
|こ 促す 糞うにすることを提案 したc
O主 人公 となる遊びを取 り入れる
Cl.が 遊んでいる中に職員や子 どもたちが入っ
て遊びを展開 していくよう|こ l「 たc遊びの伝染 ヒ
は,(山 本 2◎ 01)|こ よる と,「 誰 |かが面白しヽ遊
びをしているとそれを見ていた他の子が真似 〔遊
び骨伝染)を して,そのイ中間仰中で誰かが面 1妾 い
展開を作るとそれを他の子 どもが真似 〔展開の伝
染)を して遊びがどん どん広がっていく」 とい う
ことである(ぅ Cl.は集団で遊が ことが少な く, 自
分か ら遊びの輪の中に入っていくことは見 られな
かつた。 しか しなが ら,職員や他の子どもたちが
Cl.の遊びの中に入 って遊びを展開 してい くとい
う経験はほとんどなかった と思われ るので, 三分
経験をきっかけに して対人関係 を広 |デ ることを轟
的 としたcま た,遊びの達成感を重視 して,必要
に応 じてCl。 の得意な活動 (歌詞を書 く,貝占り絵 ,
塗 t,絵 ,ち ぎり絵タジェンガなど)を職員や友だ
ちと最後までや り抜 くような活動を設定するこ ヒ




ることや Cl。感 晴表現の手段であることを理解 し
てお くこと
Cl.は 日替わ りで対人関係 の とり方を変えてい
たが,そ のこと自体がChに とっての人に対す る
興味関心の表れだ と推測 した。 そのために,Cl.
の気持ちの在 り方で,ボデ ィタッチをするのでな
なく相手の同意や気持ちも考えなければ夕 /チ で
きないことを何度も繰 り返 し伝えた。また,ボデ ィ
タノチの方法も社会陛を考慮 し,ハイタノチや握















た,ま た,暴言悪態がない ときに時間を多 く関わ
ることで良好な対人関係 を築 く上で必要な言葉や
態度 を理解出来 る可能 |｀生があ り,「○○の言葉を
聞 くととってもうれ しいな」「△△なこヒを して

















るよう:こ する」 とい う共通 した 目標をたて,職員
が一丸となって取 り組んだ。
7)第 二期 気持ちの表出ができるようになつた
段階 (201X年 7月 ～9月 )
夏季の長期体暇を利用して,施設職員がちぎり
絵 として絵本の1ページをカラー コピー したもの
を60cm X 150cmめ 用紙に引き伸ば し4分害|」 したも
のを準備 した。 このちぎ り絵は Cl。 が得意な活動
である。職員や友だちがC16の 活動に参加す るこ
とで集回を意識 した活動に した。利用 している子
どもたち全員でちぎり絵を完成すること:こ し,製
作は子 ども一人一人に責任をもって作業 させ るた
めに 下絵の範囲を指定 し, 下絵に合わせて折 り紙




上手だったの活動 中,Cl。 か ら色別に入れ る箱が
必要だという提案があり,話の流れから紙箱を作っ
てくれることになったの 一緒に活動 していた友だ
ちか ら 「あ りが とう_|「 す ごいね」などの言葉を
言われ,照れた様子も見られたが無表晴であった。
この らぎ り絵の作製には1カ 月半かかった。完成
後は一緒に作った友だちの担当した箇所 を 「きれ
いだね」 |~上手だね」 と自:分 の気持 ちを職員を媒
介 して伝えることができた.ち ぎ り絵以外の集団






グ (身体接触)を行 うように した。当初は恥ずか
しがうていたが,拒否することはなかった。また ,
10秒以上求めることはなかった。 1カ 月ほどする
と自然 とハグやボデ ィタッチ も消えたが,お手伝
いをす ることは継続 していた。職員はCl.が 気持
ちが表出できるよ うに支援 を続 けた。 Cl.に 「o
Oし たいです」「△△ して くだ さい」 と言 うと相
手に伝わることを何度 も教え 「Cl.な らできるよ」,
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とい うメッセージも伝え続けた。いろいろな出来
事の中で職員が先回 りして言葉を代弁するのでは




「嫌い」 と言われ ると 「私は近 くにいた くはあ り
ません」 と伝 え,その場か ら離れるように し,嫌
い とい う言葉が相手にどのように感 じられたか具
体的に言動で示す ことを心がけた。 このようなや
りとりを継続 している うちに,Cl.か ら 「ごめん
なさい。嫌いではないです」 と伝 えられるように
なってきた。職員は 「嫌われていなくてよかった。
うれ しいよ」 と伝 え,Cl.が 自分か ら気持ちをが
表出できたことを認めることを繰 り返 し行った。
母親 の協力 も得 るよ うに した。 送迎時には ,








(201X年 9月 ～11月 )
遊び活動のスタイルを変 えても,Cl.を 最初 に
誘 うことを徹底 した。 Cl.は誘った ときは照れ る
様子も見受けられたが,集団の輪を抜け出す こと
も次第になくな り,集団内で過 ごす ことも見 られ
るようになっていた。職員からの声掛けにも穏や
かに応 じ,集団参加の機会 も徐々に増え,表 }青 に







れ,「傷つ くか ら嫌だ」 と自分の気持ちの表出 し
てくれることもあった。 この頃か ら,職員や周 り





様子を記載 してくれることが多 くな り,職員の印
象 としては連絡帳の字体も柔 らかくなってきた と
感 じていた。母親の変化 と同じ時期に週の利用が
1回か ら2,3回 へ と利用 目が増えた。
職員は,意図的無視を共通理解にして全職員が
取 り組んでいたが,現在では精神的なス トレスか




うになっていた。職員 もChに 対 して感 晴を自然
と出せ るよ うにな り,そ の感 清をCl.が他者視点




(201X年 11月 ～201X+1年 7月 )
集団への参力目の難 しさがまだ見 られたので,職
員で対策 を考えた。 Chが 活動内容 を具体的にイ
メージすることができないために参加ができてい
ないのではないか と推測 された。職員はさらなる




底 した。 Cl.に 見通 しを持たせ ることを丁寧に行
うよ うに してか らCl。 の集団参加で行動 に自信が
ついたよ うに見えた。 Cl.か ら 「今度,小学生の
友だちにおやつを作 りたいので教えてください _|
と職員に頼んでくることがあった。このことをきっ
かけに して,Cl。 が作 りたいおやつ を自分で選び
職員 と一緒に作る活動もできるようになってきた。
集団活動では,Cl。 は話が したいことがあると,
早 口で滑舌が悪 く,周 囲に伝わ りづ らく,友達か






に心がけた。また,わか りにくい ところは,で き
るだけ丁寧に質問をし,Chが話 したい内容 を確
実に把握す るよ うに努めた。 Cl.か ら話 を して く
れるときは,できるだけ話を聞くようにし,その
話を周 りの友達にも伝 え,そ の場にいる人で話題
を共有するような時間を増や していった。 f4由 の子
どもたちが同じように話をして くれた時も話題 を
共有 し,Cl。 に 「今の話 を聞いて どう思 う」 とい
う質問をして,考 えていることや気持ちを表出す
る場面 も作 るよ うに した。 もし,Cl.が集団の場




てい くことで,周 囲からも 「何を言っているかわ
からない」 と言われることもなくな り,消極的な
態度がなくなってい /Dた。 Cl。 と同 じよ うに他の
子 どもたちにも変化があ り,特に人の話を聞く態






嬉 しそ うに会話ができるようになっていた。また ,
無言のときには 「眠たい,学校の実習で疲れた」
と話ができない理由も教えて くれるようにな り,
職員 もCl。 との会話を楽 しめるようになっていた。
第IV期 母親 との関係にも変化があるようになつ
た段階 (201X+1年 7月 ～201X+2年 3月 )
利用回数が週 4日 か ら5日 になった。母親か ら





違っていなかったい う思いが強 くな り,なお――層
支援に力が入れ られるようになった。母親からは ,
Cl。 のことだけではな く, 自身のことや家族のこ
となどのプライベー トなことまで話をするように
な り,母親 と職員 との関係 性にも変化が見 られる
通所支援事業所における施設職員へのコンサルテーションの実際 中園博文
ようになっていた。
この頃になるとClっ の表 清もあきらかに柔 らか
くな り, 自信がついてきているように感 じた。わ




しなが ら活動に参加 し,集団活動の輪か らも離れ
ることがなくな り,みんなと一緒に過 ごす ことが
自然 とできるようになっていた。 また,オセロの
ルールを得意な友達に教えてほ しい と自分から伝




あま り良 くない と感 じる言葉遣いに対 して ,「 そ






なかった。 しば らくす るとCl。 は 「恥ずか しいか
ら話ができない」と他の職員に伝えることがあり,
そのことを新 しい職員 にCl.の 気持ちを他の職員
が代弁すると「言わないでよ―」 と笑顔 を見せて
照れ る姿が見 られていた。 それか ら2～ 3日 して
新 しい職員に顔 を合わせると,普通に会話できる
ようになっていた (以前は3ヵ 月 くらい時間がか
かった )。 職員が 「○○ さん (新 しい職員)と 仲
良くなるのが早かったね,私は嬉 しいよ」 と伝え





















援員 とい う立場での 「この障害に対 してはこうし
なければならない」 とい う固定観念にとらわれ ,
職員の思い通 りに動いてもらいたい,行動 させた
い とい う気持 ちで01eを 支援 していたために,支
II;麦 が うまくいかなかったのでないかと思 う。また ,
職員への暴言や悪態に心が折れて しまい,α。と
関係 を作ることができず,お互いに壁ができてい
たことも事実である。鋭。が どうな りたいのか と
い う内発的動機付けを利月 した支援ではなく,職
員が理想 とす る鋭。にす るにはどうした らよいか
とい う支援 を考えていた。 しか し,そ の支援が
鋭。と職員 との間に溝 を深 め,距離を離れ させて
しま う原因になっていたことが納得できた。 コン
サルテーシ ョンを受ケすて,「 Cleは何を訴えたかっ
たのか」「Chは今後 どうな りたいのか」 とい う動 .
に関心をもって見守る視点をもつ ことで鋭。と共
に考え,未来へ見通 しをもった支援方法を確立 し
てい くことが大切だと思った。そ して何 よりも,
職員全員が共通理解の申で一貫 した態度 をとり,
難 .の あ りのままの姿の中か ら支援策を柔軟に変
えていくことも必要なことだと思った。療育の支
援は 「あなたは大文夫」 とい う信頼感や安心感が
大切だと思 う。 これ力ゝ らも 「あなたは大丈夫 とい
う暖かい目艮差 し」の中で見守 り療育の場や職員が
安全基地 となれるような環境を製いてしヽきたしヽ と





が 「黎。とどのよ うな関係性 を築いていきたいの
か」 とい うことを主に考え,職員の言葉や態度を
変えることでコミュニケーションの改善をはかっ



































加藤正仁 宮田広善 発達支援学その理論と実践 2011共同医
書出版社
山本登志哉 幼児期前期の友達関係 と大人の関わ り 2001ミ ネ
ルヴァ書房
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Through ch&nges to a girl urith :Dolwnis syndrol〔 ne ¬whose has a l鯰 _ain colγlplaint oF exhibitttng
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I｀his research iS a sulnrnary Of a case exan■ ple where l received a reqllest for consultation
from the employees of a disabled child day care center regartting a girl with.・ 'Down's
syndrome'' who engaged in l'violent languagel' and ''abusive language"。 The facility employee
received violent and abusive language from the girl(hereinafter lCl。 )on a daily basis and
unable to communicate with her effectively believed the girl disliked them and was saddened
by this.On the other han崚 , the girl was seen to hol破  hands with, hug, etc.other certain
facility employees.The facility employee was exhausted in both mind and body having been
abused by CI, who exhibited bё th extremes of distance and closeness.The facility held
employee meetings and the employees changed the way they handled the girl many times,but
there was no improvement and the facility employee became apathetic. It was under these
circurnstances that this writer felt that although the gifl and the employee both desired to
interact with one another,they were in a bad environrnent for mutual communicationo My goal
in providing support was to improve the cOmmunicatiOn envirOnment changing the language
and attitude used by the facility emp10yee。
I proposed the follё wing as the pillars of my support: 1)"put things that she w'ants to
learn in her schedule every day", 2)"incorporate play in which CI is in charge", 3)"conirΠ l the
other person's consent beお re touching them'14)"spend more tilne when there is no violent or
abuSiVe language".I alSO prOpOSed the thOFOugh SuppOrt by the emp10yeeS With 010Se
connections and mutual understandinge AlthOugh the elnp10yee had been abused by CI's
behavior up to now, because the emp10yee has been cOnsistent in their behaviOr nO matter
what the situation, we have started to see a linajOr change in their relatiOnship.As a result
of this CI has become able to express her Own feelings and furthermOre has undergone
expansive changes in her relationships with the facility employees, her friends, and her
parents as wello This case w・ as written as a sumlnary lnainly by 100king back on and
referencing the consultations which this writer has cOnducted in the past and the written
reports which facility employees have written from the time of CI's entering the facility until
her high school graduation separated into lPhases l through IVe
K[eyttVords:爵riolent language, abusive language, 1⊃ oヽwn's synttFolttte, consultation
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